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病虫害は少ない。 

新梢の先に花をつけるので、剪定は落葉

期がお薦め。放任してもよく育つが、樹

形が乱れやすいので、花が終わったら強

剪定して樹姿をまとめる。 

春から夏の終わりにかけ、新梢の先に

次々と花をつけるので、芝生地など自由

に枝を伸ばせる場所に配植したい。剪定

は花期が終わったら切り戻す。また、短

命なので挿し木で増やしておくとよい。 
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黄
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実 香 

○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

樹名は野菜のニンジンではなく、葉の形がウコ

ギ科のチョウセンニンジンに似ていることに由

来。 

Memo 

夏、枝の先々に穂状花序をつけ、淡い紫を帯び

た小さな花をたくさんつける。枝葉、実に芳香

があり、ヨーロッパでは香料にされる。葉の形

に特徴があり、５～７枚の小葉が掌のように広

がる。セイヨウニンジンボクはヨーロッパ南部

原産。近縁種のニンジンボクは中国原産。 

生長：やや速い 特 記 
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セイヨウニンジンボク 
        [ 西洋人参木 ]  


